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かわまた議会だより 2

　
　
　

昨
年
と
比
べ
て
５
７

０
人
も
の
納
税
義
務
者
が
減

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
高
齢
化

の
進
展
や
働
く
場
が
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
原
因
だ
し
、

放
っ
て
お
け
ば
ど
ん
ど
ん
悪

く
な
る
。
何
か
対
策
は
考
え

て
い
る
の
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

今
後
も
引
き
続
き
雇
用

の
場
を
確
保
す
る
た
め
、
産

業
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
古
川
町
長
）

　
　
　

町
も
原
子
力
の
安
全

性
を
広
報
し
て
き
た
。
こ
の

こ
と
は
や
は
り
反
省
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

原
子
力
広
報
に
つ
い
て

は
、
原
発
事
故
の
状
況
を
考

え
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
出
来
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

23
年
度
は
予
算
化
し
て
お
り

ま
せ
ん
。　

（
古
川
町
長
）

　
　
　

情
報
管
理
費
の
工
事

費
に
１
億
円
を
超
え
る
不
用

額
が
発
生
し
て
い
る
が
、
そ

の
理
由
は
何
か
。

（
新
関
善
三
議
員
）

　
　

光
フ
ァ
イ
バ
通
信
網
整

備
工
事
の
残
額
が
一
番
大
き

く
９
３
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。（

企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

国
の
方
針
と
は
い
え
、

臨
時
財
政
対
策
債
が
町
債
残

高
の
約
半
分
を
占
め
る
ま
で

に
膨
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
町
は
ど
の
よ

う
な
認
識
を
持
っ
て
い
る
の

か
。　

（
昆
久
美
子
議
員
）

　
　

臨
時
財
政
対
策
債
は
、

国
と
し
て
も
地
方
財
政
支
援

の
た
め
の
方
策
の
ひ
と
つ
と

し
て
打
ち
出
し
た
も
の
で
あ

り
、
私
た
ち
と
し
て
も
有
効

に
活
用
し
な
が
ら
町
民
福
祉

の
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
古
川
町
長
）

　
　
　

公
用
車
の
燃
料
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
し
て
価

格
を
決
め
て
い
る
の
か
。
ま

た
契
約
期
間
は
ど
れ
位
か
。

（
斎
藤
博
美
議
員
）

　
　

業
者
で
組
織
す
る
石
油

業
協
同
組
合
川
俣
班
と
契
約

し
て
い
ま
す
。
な
お
燃
料
単

価
は
、
３
ヶ
月
毎
に
見
直
し

て
い
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

徹
底
し
て
差
し
押
さ

え
を
行
っ
て
も
、
そ
れ
で
も

な
お
収
入
に
な
ら
な
い
国
保

税
が
１
億
２
０
０
０
万
円
も

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
欠
陥
の

あ
る
制
度
が
今
後
も
存
続
し

て
い
け
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

国
保
制
度
に
つ
い
て
は

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
国
に
対
し
て
地
域
の

実
態
と
制
度
の
改
正
に
つ
い

て
訴
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　

（
古
川
町
長
）

　
　
　

今
ま
で
ず
っ
と
伸
び

て
き
た
保
険
給
付
費
が
６
千

万
円
近
く
減
っ
た
要
因
は
何

か
。　

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

国
保
加
入
者
が
減
少
し

た
こ
と
と
、
町
が
行
っ
て
い

る
特
定
検
診
の
効
果
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

　
　
　

他
市
町
村
か
ら
川
俣

町
に
避
難
し
て
い
る
人
や
仮

設
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
人

な
ど
相
当
数
い
る
と
思
う
が
、

給
水
人
口
な
ど
は
把
握
し
て

い
る
の
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

23
年
度
に
つ
い
て
は
そ

の
よ
う
な
こ
と
も
考
慮
し
な

が
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

　

９
月
定
例
会
は
９
月
８
日
か
ら
20
日
ま
で
の
13
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
誤
り
が
あ
り
、
当
局
よ
り
訂
正
の
申
し

出
が
あ
り
ま
し
た
が
、
質
疑
の
後
、
５
時
間
の
休
議
を
は
さ
み
、
撤
回
の
申
し
出

と
な
り
再
提
案
の
う
え
認
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
補
正
予
算
で
は
、
線
量
低
減
化
活
動
支
援
事
業
に
か
か
る
予
算
、
お
じ
ま

ふ
る
さ
と
交
流
館
の
整
備
に
か
か
る
予
算
な
ど
が
提
案
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
は
11
人
が
登
壇
し
、
町
政
全
般
に
つ
い
て
当
局
の
考
え
を
質

し
ま
し
た
。

質
問

答

答

質
問

撤回のうえ可決～
一
般
会
計

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

水
道
事
業
会
計

質
問

答 答

答

質
問

答

質
問

答

決
算
の
審
議

決
算
の
審
議

質
問

答

質
問

質
問
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○
線
量
低
減
化
活
動
支
援
事

　

業
に
つ
い
て

　
　
　

線
量
低
減
化
活
動
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
13
箇
所

分
の
仮
置
き
場
の
予
算
を
計

上
し
て
い
る
が
、
用
地
確
保

の
見
通
し
は
あ
る
の
か
。

（
昆
久
美
子
議
員
）

　
　

現
時
点
で
６
箇
所
ほ
ど

確
保
で
き
る
見
込
み
で
す
が
、

3

～一般会計決算　

一
般
会
計
補
正
予
算

そ
の
他
の
地
区
に
つ
い
て
も

早
急
に
協
議
を
行
い
確
保
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

今
年
は
至
る
所
で
ひ

ま
わ
り
が
植
え
ら
れ
た
が
、

そ
の
処
分
に
困
っ
て
い
る
と

こ
ろ
も
多
い
。
仮
置
き
場
に

搬
入
し
て
処
分
で
き
な
い
か
。

（
新
関
善
三
議
員
）

　
　

今
回
の
線
量
低
減
化
活

動
支
援
事
業
で
想
定
し
て
い

る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
土
砂

で
あ
り
、
ひ
ま
わ
り
に
つ
い

て
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

（
町
民
税
務
課
長
）

　
　
　

仮
置
き
場
の
選
定
に

当
た
っ
て
は
、
自
治
会
と
の

協
議
だ
け
で
は
な
く
地
域
と

も
充
分
に
話
し
合
い
な
が
ら

決
め
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

（
鴫
原
利
光
議
員
）

　
　

充
分
に
地
域
の
方
と
も

話
し
合
い
な
が
ら
、
仮
置
き

場
に
つ
い
て
は
選
定
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

区　　　　　　分

74億1,525万3

71億3,836万8

2億 780万2

17億 590万6

16億6,391万9

4,198万7

552万5

552万5

0

13億8,303万5

13億7,030万4

1,273万1

1億5,974万9

1億5,908万4

66万5

5,162万2

1億6,766万8

※△1億1,604万6

歳入

歳出

収支

一 般 会 計

金　　　額

※水道事業（資本）の不足額は、当年度消費税及び
　地方消費税資本的収支調整額等で補てんしました

平成22年度主な各会計等の決算額
（単位：千円）

予
算
の
補
正

予
算
の
補
正

質
問

答

質
問

答

質
問

答

提出議案について説明する古川町長

歳入

歳出

収支

国民健康保険
特 別 会 計
（事業勘定）

歳入

歳出

収支

老 人 保 健
特 別 会 計

介 護 保 険
特 別 会 計

歳入

歳出

収支

歳入

歳出

収支

後期高齢者
医療特別会計

水道事業会計
（資本）

歳入

歳出

収支
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賛
成
討
論

　

予
算
に
つ
い
て
は
県
で
は

遡
っ
て
も
事
業
に
該
当
さ
せ

る
と
い
っ
て
い
る
。
ま
た
仮

置
き
場
の
件
に
つ
い
て
は
、

町
長
は
町
が
確
保
す
る
と
言

っ
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
の
言

葉
を
信
用
し
て
賛
成
す
る
。

（
昆
久
美
子
議
員
）

　

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数

で
可
決
し
ま
し
た
。

は
線
量
が
下
が
ら
な
い
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
し

っ
か
り
と
有
効
な
方
法
を
検

討
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

（
町
民
税
務
課
長
）

　
　
　

除
染
作
業
の
講
習
会

な
ど
開
催
す
る
計
画
は
な
い

か
。（
高
野
善
兵
衛
副
議
長
）

　
　

国
や
県
か
ら
の
講
師
派

遣
も
可
能
で
す
の
で
、
そ
い

い
っ
た
も
の
も
活
用
し
て
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

○
飯
舘
村
で
建
設
中
の
仮
設

　

校
舎
に
つ
い
て

　
　
　

飯
舘
村
で
は
川
俣
町

の
飯
坂
地
区
に
小
学
校
の
建

設
を
進
め
て
い
る
よ
う
だ
が
、

川
俣
町
と
飯
舘
村
の
間
で
ど

の
よ
う
な
協
議
が
な
さ
れ
た

の
か
。
（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

飯
舘
村
か
ら
は
仮
設
の

小
学
校
を
建
て
、
来
年
４
月

か
ら
開
校
し
た
い
と
の
話
し

は
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

校
舎
の
面
積
や
ど
う
い
う
校

舎
を
建
設
す
る
の
か
、
い
つ

か
ら
工
事
が
始
ま
る
か
な
ど

の
詳
し
い
話
し
は
聞
い
て
い

ま
せ
ん
。　

（
古
川
町
長
）

　
　
　

飯
舘
村
の
仮
設
校
舎

建
設
の
件
に
つ
い
て
、
い
く

ら
仮
設
と
は
い
っ
て
も
川
俣

町
に
建
設
す
る
わ
け
だ
か
ら
、

し
っ
か
り
と
契
約
を
結
び
進

め
る
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

い
ろ
い
ろ
と
対
応
す
る

こ
と
も
出
て
く
る
と
思
い
ま

す
の
で
、
飯
舘
村
と
具
体
的

に
協
議
し
協
定
を
結
ぶ
方
向

で
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。　
　

（
古
川
町
長
）

反
対
討
論

　

線
量
低
減
化
活
動
支
援
事

業
に
つ
い
て
、
町
長
は
町
が

仮
置
き
場
を
確
保
す
る
ま
で

は
実
施
し
な
い
と
言
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
仮
置
き
場

も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
ま
た

予
算
も
可
決
さ
れ
て
い
な
い

段
階
で
、
す
で
に
実
施
し
た

行
政
区
が
あ
る
。
こ
れ
は
議

会
軽
視
で
あ
り
、
ま
た
住
民

感
情
を
逆
な
で
す
る
も
の
で

あ
る
の
で
反
対
す
る
。

（
新
関
善
三
議
員
）

4

《
採
決
》

討
論

質
問

答

●
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

　

予
算

　
　
　

繰
越
金
が
歳
入
予
算

に
計
上
さ
て
い
な
い
が
そ
の

理
由
は
。（

高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

次
回
の
補
正
予
算
に
計

上
い
た
し
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

賛
成
し
た
議
員

高　

橋　

真
一
郎

鴫　

原　

利　

光

高　

橋　

道　

也

菅　

野　

清　

一

斎　

藤　

博　

美

昆　
　
　

久
美
子

菅　

野　

意
美
子

黒　

沢　

敏　

雄

三　

浦　

浩　

一

五
十
嵐　

謙　

吉

石　

河　
　
　

清

遠　

藤　

宗　

弘

高　

野　

善
兵
衛

以
上
13
人

反
対
し
た
議
員

高　

橋　

道　

弘

新　

関　

善　

三
以
上
２
人

項　　　　目

主　な　財　政　指　標
平成22年度末 平成21年度末 平成20年度末

　
　
　

仮
置
き
と
い
う
が
、

一
体
い
つ
ま
で
が
仮
置
き
な

の
か
。
（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

仮
置
き
の
年
数
に
つ
い

て
は
、
は
っ
き
り
は
言
え
ま

せ
ん
が
、
国
と
し
て
も
最
大

限
の
責
任
を
持
っ
て
対
応
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
の
で
、

そ
う
長
く
は
な
ら
な
い
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

町
が
責
任
を
持
っ
て

仮
置
き
場
を
選
定
す
れ
ば
余

計
な
混
乱
を
町
民
に
与
え
ず

に
済
む
が
、
そ
の
よ
う
に
す

る
考
え
は
な
い
か
。

（
黒
沢
敏
雄
議
員
）

　
　

地
域
と
充
分
に
協
議
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
（
古
川
町
長
）

　
　
　

本
当
に
舗
装
と
か
側

溝
を
洗
浄
し
た
だ
け
で
線
量

が
下
が
る
の
か
。
ま
ず
は
試

験
的
に
町
が
実
施
し
て
み
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

（
高
橋
道
也
議
員
）

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
よ

っ
て
、
一
律
の
除
染
方
法
で

質
問

答質
問

答

質
問

答

質
問

答

質
問

答

財政力指数

経常収支比率

公債費比率

実質公債費比率

0.35

82.7％

　6.8％

　9.2％

52億6,737万円

10億3,362万円

0.37

86.2％

　8.2％

10.3％

51億6,918万円

7億8,301万円

0.38

89.0％

　9.7％

11.8％

53億8,844万円

7億2,893万円

地方債（借金）
年度末残高

財政調整基金残高

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算

　
　
　

沈
殿
槽
の
泥
に
つ
い

て
、
放
射
線
量
は
測
定
し
て

い
る
か
。（

新
関
善
三
議
員
）

　
　

現
在
は
測
定
し
て
い
ま

せ
ん
が
、
早
急
に
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
建
設
水
道
課
長
）

質
問

答

質
問

答
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●
除
染
に
対
し
国
が
責
任
を
持
っ
て
取
り
組

　

む
こ
と
を
求
め
る
意
見
書

　
　
　

国
が
責
任
を
持
っ
て
除
染
す
る
と
い

う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
の
か
。（

高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

今
回
の
線
量
低
減
化
活
動
事
業
な
ど
、

今
後
の
除
染
作
業
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
と

国
が
財
政
支
援
す
る
よ
う
求
め
て
い
く
こ
と

で
す
。　
　
　
　
　

（
菅
野
意
美
子
議
員
）

●
放
射
能
汚
染
に
対
す
る
正
し
い
知
識
の
周

知
と
風
評
被
害
防
止
の
た
め
の
指
導
を
求

め
る
意
見
書

●
原
発
被
災
損
害
賠
償
請
求
手
続
き
に
関
す

　

る
意
見
書

●
原
発
被
災
損
害
賠
償
請
求
手
続
き
に
関
す

　

る
意
見
書

●
原
子
力
災
害
対
策
室
の
拡
充
を
求
め
る
要

　

望
書

●
「
に
っ
し
ん
夢
ま
つ
り
・
夢
花
火
」
大
会

へ
の
指
導
を
求
め
る
決
議

反
対
討
論

　

大
会
の
主
催
者
が
日
進
市
と
は
関
係
の
な

い
民
間
団
体
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
市
長
等
が

近
日
中
に
謝
罪
に
来
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
ま

で
す
る
必
要
は
な
い
と
思
う
の
で
反
対
す
る
。

（
昆
久
美
子
議
員
）

　

原
発
事
故
に
伴
う
諸
課
題
に
つ
い
て
議
員
提
案
が
あ
り
、
一
部
に
反
対
も
あ
り
ま
し
た
が
、

全
て
可
決
し
ま
し
た
。

5

●
町
道
細
越
・
笛
田
線
整
備
に
関
す
る
請
願
書

◆
請
願
者　

川
俣
町
大
字
鶴
沢
字
笛
田
８―

３

遠
藤　

寅
雄　

外
５
名

◆
紹
介
議
員　

高
橋
道
也　

鴫
原
利
光

●
町
道
油
田
・
餅
石
線
整
備
改
良
と
町
道
認
定
に
関
す
る

　

請
願
書

◆
請
願
者　

川
俣
町
大
字
鶴
沢
字
笛
田
24―

６

斎
藤　

勇
夫　

外
８
名

◆
紹
介
議
員　

斎
藤
博
美　

新
関
善
三

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

９
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
請
願
は
２
件
で
、
陳
情
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

所
管
す
る
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で
審
査
し
た
結
果
、

２
件
と
も
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願　

採
択

議　

員　

提　

案

質
問

答

賛
成
し
た
議
員

高
橋　

道
弘　
　

高
橋
真
一
郎

鴫
原　

利
光　
　

高
橋　

道
也

菅
野　

清
一　
　

斎
藤　

博
美

菅
野
意
美
子　
　

新
関　

善
三

黒
沢　

敏
雄　
　

三
浦　

浩
一

石
河　
　

清　
　

遠
藤　

宗
弘

高
野
善
兵
衛

以
上
13
人

反
対
し
た
議
員

昆　

久
美
子　
　

五
十
嵐
謙
吉

以
上
２
人

討
論
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9 月 定 例 会 審 議 結 果
（平成23年9月8日～20日）

議案

第84号

第57号

第58号

第59号

第60号

第61号

第62号

第63号

第64号

第65号

第66号

第67号

第68号

第69号

第70号

第71号

第72号

第73号

第74号

第75号

第76号

第77号

第78号

第79号

第80号

第81号

第82号

第83号

諮問第1号

審議結果

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

認定（全会一致）

可決（賛成13、反対2）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

可決（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

同意（全会一致）

件　　　　　　　　　　　　名

平成22年度川俣町一般会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町奨学資金特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町工業団地造成事業特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町小島財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町飯坂財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町大綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町小綱木財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町山木屋財産区特別会計歳入歳出決算の認定について

平成22年度川俣町水道事業会計決算の認定について

平成23年度川俣町一般会計補正予算（第５号）

平成23年度川俣町国民健康保険特別会計補正予算（第２号）

平成23年度川俣町介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成23年度川俣町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

平成23年度川俣町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成23年度川俣町奨学資金特別会計補正予算（第１号）

平成23年度川俣町水道事業会計補正予算（第２号）

川俣町小島財産区管理会委員の選任について

川俣町飯坂財産区管理会委員の選任について

川俣町大綱木財産区管理会委員の選任について

川俣町小綱木財産区管理会委員の選任について

川俣町山木屋財産区管理会委員の選任について

川俣町個人情報保護審査会委員の任命について

固定資産評価審査委員会委員の選任について

人権擁護委員の候補者の推薦について
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線
量
低
減
化
活
動
事

業
に
つ
い
て
、
仮
置
き
場
を

町
が
確
保
し
て
か
ら
取
り
組

ま
な
い
と
大
変
な
混
乱
を
招

い
て
し
ま
う
と
思
う
が
、
そ

う
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

（
昆
久
美
子
議
員
）

　
　

町
民
の
皆
さ
ん
の
合
意

を
得
な
が
ら
、
町
が
仮
置
き

場
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。（

古
川
町
長
）

　
　
　

当
初
か
ら
食
品
の
危

険
性
は
想
定
さ
れ
た
は
ず
な

の
に
、
食
品
放
射
線
測
定
器

の
購
入
が
こ
れ
ほ
ど
遅
れ
た

の
は
な
ぜ
か
。

（
菅
野
清
一
議
員
）

　
　

事
故
当
初
は
被
災
者
受

け
入
れ
等
の
対
応
や
、
食
品

放
射
線
測
定
器
に
関
す
る
情

報
も
な
か
な
か
入
ら
な
か
っ

た
た
め
で
す
。

（
企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

今
ま
で
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
し
た
箇
所
の
デ
ー
タ
の
活

用
は
何
か
考
え
て
い
る
の
か
。

（
新
関
善
三
議
員
）

　
　

町
と
し
て
も
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
の
箇
所
は
だ
ん
だ
ん
増

や
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
は
町
民
の
方
に
も
分
か

り
易
い
よ
う
に
色
分
け
し
た

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
も

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。（

企
画
財
政
課
長
）

　
　
　

や
っ
と
町
民
に
見
舞

金
を
配
る
予
算
が
計
上
さ
れ

た
わ
け
だ
が
、
具
体
的
な
配

付
時
期
は
い
つ
頃
に
な
る
の

か
。　

（
遠
藤
宗
弘
議
員
）

　
　

今
後
、
申
請
書
類
を
発

送
し
、
記
入
さ
れ
到
着
し
た

分
か
ら
順
次
支
払
い
を
し
て

い
く
考
え
で
す
。

　

な
お
、
受
付
期
間
に
つ
い

て
は
今
年
の
12
月
末
ま
で
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

（
保
健
福
祉
課
長
）

　
　
　

復
興
会
議
の
予
算
も

計
上
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

最
も
大
き
な
被
害
を
受
け
た

山
木
屋
地
区
の
よ
う
に
未
だ

復
旧
も
さ
れ
て
い
な
い
の
に

復
興
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

ま
た
復
興
会
議
の
メ
ン
バ
ー

に
若
者
が
全
く
含
ま
れ
て
い

な
い
が
、
こ
れ
か
ら
長
期
に

わ
た
る
原
発
災
害
を
考
え
れ

ば
、
若
者
の
声
を
も
っ
と
聞

く
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
高
橋
道
弘
議
員
）

　
　

復
旧
な
く
し
て
復
興
は

な
い
わ
け
で
あ
り
、
山
木
屋

地
区
に
つ
い
て
も
し
っ
か
り

と
除
染
に
取
り
組
み
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
復
興
会
議
の

件
に
つ
い
て
は
、
町
と
し
て

も
出
来
る
だ
け
多
く
の
若
者

の
声
を
復
興
計
画
に
反
映
で

き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。　
　

（
古
川
町
長
）

　
　
　

仮
置
き
場
が
決
ま
ら

な
け
れ
ば
線
量
低
減
化
活
動

事
業
は
進
め
な
い
と
町
長
は

発
言
し
た
が
、
自
治
会
に
は

地
域
で
仮
置
き
場
を
確
保
す

る
よ
う
お
願
い
し
て
い
る
は

ず
。
こ
の
件
と
の
整
合
性
は

ど
う
図
る
の
か
。

（
高
橋
道
也
議
員
）

　
　

各
地
区
の
要
望
な
ど
を

お
聞
き
し
、
調
整
を
図
り
な

が
ら
充
分
に
説
明
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
（
古
川
町
長
）

　
　
　

放
射
能
に
汚
染
さ
れ

た
土
砂
が
、
町
外
か
ら
持
ち

込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
は
な

い
の
か
。（

黒
沢
敏
雄
議
員
）

　
　

現
時
点
で
は
、
そ
の
よ

う
な
こ
と
は
把
握
し
て
い
ま

せ
ん
。　
　

（
古
川
町
長
）

●
川
俣
町
税
条
例
等
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　

８
月
26
日
に
第
７
回
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
町
民

１
人
に
つ
き
１
万
円
の
被
災
者
見
舞
金
を
支
給
す
る

予
算
や
、
大
震
災
に
よ
り
被
災
し
た
道
路
な
ど
の
復

旧
工
事
費
、
食
品
放
射
線
測
定
器
の
購
入
、
線
量
低

減
化
活
動
事
業
補
助
金
な
ど
、
一
般
会
計
補
正
予
算

全
体
で
は
、
総
額
３
億
９
３
２
万
円
の
増
額
予
算
を

可
決
し
ま
し
た
。

質
問

答

答質
問

答

質
問

答

答
そ
の
他
の
議
案

一
般
会
計
補
正
予
算質

問

質
問

○被災者見舞金　　1億4,727万円

○食品放射能測定器購入費
488万円

○線量低減化活動事業補助金
5,000万円

○線量計購入費　　　 1,554万円

○林業施設災害復旧工事費
8,968万円

○土木施設災害復旧工事費（補助）
8,084万円

主 な 事 業

質
問

答

答 質
問


